
 

第２回福井県トラック輸送における取引環境・労働時間改善地方協議会 
 

日 時：平成 27 年 12 月 7 日（月） 13 時 30 分～15 時 30 分 

場 所：福井市春山 1 丁目 1-54 

福井春山合同庁舎 14 階 福井労働局会議室 

 

 

議 事 次 第 

 

 

１．開 会 

 

２．挨 拶（中部運輸局自動車交通部長）   

 

３．議 題 

 （１）第１回協議会について 

 

（２）トラック運送における長時間労働の実態調査について 

 

（３）物流事業者におけるＫＰＩ導入の手引きについて 

    

（４）荷主企業ヒアリング調査の概要について 

 

（５）意見交換会等について 

 

４．挨 拶(福井労働局労働基準部長) 

 

５．閉 会 

 

 

 

議事次第、委員名簿、出席者名簿、配席図 

資 料 １  トラック輸送における取引環境・労働時間改善協議会について 

資 料 ２  トラック運送における長時間労働の実態調査について 

資 料 ３  物流事業者におけるＫＰＩ導入の手引き（概要版、詳細版） 

資 料 ４  荷主企業ヒアリング調査の概要について 

資 料 ５  トラック輸送における長時間労働の抑制に向けたロードマップ 

 

  



 

福井県トラック輸送における取引環境・労働時間改善地方協議会委員名簿 

（順不同・敬称略） 

 

 川上 洋司  福井大学大学院工学研究科 教授 

 鰐渕 信一  （一社）福井県商工会議所連合会 専務理事 

 坪田 隆義  福井県経済農業協同組合連合会 常務理事 

 片岡 久秀  フクビ化学工業(株) 営業本部商品物流管理部長 

 勝木 知文  セーレン(株) 取締役執行役員 グローバル総務経理人事本部長 

 藤澤 幹雄  福井県交通運輸産業労働組合協議会 議長 

 清水 則明  （一社）福井県トラック協会会長 福井貨物自動車(株)代表取締役社長 

 有馬 茂人  敦賀海陸運輸(株)取締役副社長 

 水野 茂   (株)ミツノリ 代表取締役社長 

 加藤 滋穂  福井労働局長 

 鈴木 昭久  中部運輸局長 

 長谷川雅巳  福井運輸支局長                

 



第２回福井県トラック輸送における取引環境・労働時間改善地方協議会　　受付名簿

（敬称略）

組　　織　　名 役　　職 出席者名

福井大学大学院工学研究科 教授 川上　洋司

一般社団法人
福井県商工会議所連合会

事務局長 髙見　和宏

福井県
経済農業協同組合連合会

常務理事 坪田　隆義

フクビ化学工業(株) 営業本部　商品物流管理部長 片岡　久秀

セーレン（株） 人事労務部　部長代行 片岡　彰博

福井県
交通運輸産業労働組合協議会

書記長 平井　武史

一般社団法人
福井県トラック協会

会長 清水　則明

敦賀海陸運輸(株) 取締役運輸事業本部長 竹内　誠

（株）ミツノリ 代表取締役社長 水野　茂

福井労働局 労働基準部長 柘植　典久

中部運輸局 自動車交通部長 諏訪　達郎

中部運輸局福井運輸支局 支局長 長谷川　雅巳



第２回福井県トラック輸送における取引環境・労働時間改善地方協議会　　出席者名簿

（敬称略）

組　　織　　名 役　　職 委員名
代理出席者
役職

出席者名

福井大学大学院工学研究科 教授 川上　洋司

一般社団法人
福井県商工会議所連合会

専務理事 鰐渕　信一 事務局長 髙見　和宏

福井県
経済農業協同組合連合会

常務理事 坪田　隆義

フクビ化学工業(株)
営業本部
商品物流管理部長

片岡　久秀

セーレン（株）
取締役執行役員
グローバル総務経理人
事本部長

勝木　知文
人事労務部
　　　部長代行

片岡　彰博

福井県
交通運輸産業労働組合協議会

議長 藤澤　幹雄 書記長 平井　武史

一般社団法人
福井県トラック協会

会長 清水　則明

敦賀海陸運輸(株) 取締役副社長 有馬　茂人
取締役運輸事業
　　　　　　本部長

竹内　誠

（株）ミツノリ 代表取締役社長 水野　茂

福井労働局 局長 加藤　滋穂 労働基準部長 柘植　典久

中部運輸局 局長 鈴木　昭久 自動車交通部長 諏訪　達郎

中部運輸局福井運輸支局 支局長 長谷川　雅巳



（敬称略）

構　　成 組　　織　　名 役　　職 氏　　名 内諾の了承
謝金支払
の有無

1 学識経験者 福井大学大学院工学研究科 教授 川上　洋司 済 有

2
一般社団法人
福井県商工会議所連合会

専務理事 鰐渕　信一 済 無

3
福井県
経済農業協同組合連合会

常務理事 坪田　隆義 済 無

4 フクビ化学工業(株)
営業本部
商品物流管理部長

片岡　久秀 済 無

5 セーレン（株）
取締役執行役員
グローバル総務経理人
事本部長

勝木　知文 済 無

6 労働組合
福井県
交通運輸産業労働組合協議会

議長 藤澤　幹雄 済 無

7 事業者団体
一般社団法人
福井県トラック協会

会長 清水　則明 済 無

8 敦賀海陸運輸(株) 取締役副社長 有馬　茂人 協会 無

9 （株）ミツノリ 代表取締役社長 水野　茂 協会 無

10 福井労働局 局長 加藤　滋穂 済

11 中部運輸局 局長 鈴木　昭久 済

12 中部運輸局福井運輸支局 支局長 長谷川　雅巳 済

経
済
団
体
・
荷
主

ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者

行
政
機
関
等

福井県トラック輸送における取引環境・労働時間改善地方協議会　　委員名簿（案）



入口

敦賀海陸運輸

長谷川委員
竹内委員
（代理）

柘植委員
（代理）

清水委員

中部運輸局
自動車交通部
貨物課

福井運輸支局
輸送・監査担当

福井労働局
労働基準部
監督課

福井県トラック
協会

中部運輸局 ミツノリ

諏訪委員
（代理）

水野委員

福井運輸支局

片岡委員
平井委員
（代理）

福井労働局
福井県トラック

協会

片岡委員
（代理）

川上委員
髙見委員
（代理）

坪田委員

フクビ
化学工業

福井県交通運輸産
業労働組合協議会

第2回福井県トラック輸送における取引環境・労働時間改善地方協議会配席図

平成２７年１２月７日（月）１３：３０～

福井春山合同庁舎１４階　福井労働局会議室

セーレン
福井大学
大学院

福井県商工会
議所連合会

福井県経済農業
協同組合連合会

事 務 局

篠田 ○ ○ ○

清水 宮川 トラ協



入口

敦賀海陸運輸

長谷川委員
竹内委員
（代理）

柘植委員
（代理）

清水委員

中部運輸局
自動車交通部
貨物課

福井運輸支局
輸送・監査担当

福井労働局
労働基準部
監督課

福井県トラック
協会

中部運輸局 ミツノリ

諏訪委員
（代理）

水野委員

福井運輸支局

片岡委員
平井委員
（代理）

福井労働局
福井県トラック

協会

片岡委員
（代理）

川上委員
髙見委員
（代理）

坪田委員

フクビ
化学工業

福井県交通運輸産
業労働組合協議会

第2回福井県トラック輸送における取引環境・労働時間改善地方協議会配席図

セーレン
福井大学
大学院

福井県商工会
議所連合会

福井県経済農業
協同組合連合会

福井春山合同庁舎１４階　福井労働局会議室

平成２７年１２月７日（月）１３：３０～

事 務 局

○ ○ ○ ○



トラック輸送における取引環境・労働時間改善協議会の地方協議会設置に
ついて

①「労働基準法等の一部を改正する法律案」において、月60時間を超える時間外労働に係る割増し賃金率（50％以上）について、平成31年4月

から、中小企業への猶予措置を廃止することとしている。

②時間外労働協定（３６協定）を月６０時間超の時間数で締結している割合：大企業４３．０％ 中小企業８．０％

③実際に時間外労働が月６０時間超の労働者が存在している割合：大企業８．１％ 中小企業４．４％

④自動車運転業務について月６０時間超の労働者が存在している割合：大企業４０％ 中小企業４２．２％

現状と問題点

①中小企業において特に長時間労働者比率が高いトラック運送業において、関係行政機関や業界団体等との連携の下、長時間労働の抑制

に向けた環境整備を進める。

②各県において地方協議会の設置

③都道府県労働局、運輸支局、地方トラック協会の連携により、速やかに地方協議会の設置に向けた準備に着手、設置・運営を行う。

課題解決に向けて

平成２７年度 第１回 地方協議会の設置

平成２８年度

課題と具体的対策の検討

平成３０年度 ガイドライン普及・定着の

促進

平成２９年度 ガイドライン策定

実態調査

パイロット事業の実施

学識経験者学識経験者

荷主荷主

経済団体経済団体
トラック運送
事業者

トラック運送
事業者

地方協議会の立ち上げ

労働団体労働団体

中部運輸局

検討のすすめかた

突出して多い

行政機関行政機関

運輸支局

トラック協会
労
働
局

各地方協議
会の知恵を
集めて

各地方協議
会の知恵を
集めて

共同事務局

ガイドライン
策定

ガイドライン
策定

第２回 ヒヤリング

第３回 実態調査の検証

資料１



第１回福井県トラック輸送における取引環境・労働 

時間改善協議会での主な質問・意見概要 

 

 議事 

 議題（１）福井県トラック輸送における取引環境・労働時間改善地方協議会について 

    協議会の目的等の趣旨について 

 議題（３）労働基準法等の一部を改正する法律案について 

 議題（４）協議会運営にかかる本省通達について 

議題（５）トラック運送における長時間労働の実態調査について 

 

実態調査について 

＜福井県トラック協会＞ 

 実態調査票を見ると、内容が難しいように感じるが、調査を行う前に説明会等を行う 

方がいいのではないか。 

 

協議会について 

① ＜運送事業者＞ 

 単に労働時間を改善することだけではなく、運送業者と荷主との構造的な問題などパ

ートナーシップ会議で検討した様々な問題を含めた形で議論をしていけないのではないか。 

② ＜運送事業者＞ 

実態調査をするにあたりなるべく実態に即したものを出してもらい、その中で一つ二

つでも改善点が見つかり、荷主と win-win の関係となるよう、お互いによくなる方向で

業界が改善されていくことを期待している。 

③ ＜荷主＞ 

・製造拠点として県内６カ所で、作ったものを工場の倉庫で保管し、それを運送事業者

に依頼して東海・関西方面等に運んでもらっている。 

 ・工場では、午後 3 時以降の運送の発注については控えるようにしている。輸送コスト

の削減をするためにも、なるべく効率的に集約をして発送をできるようにしている。 

④ ＜荷主＞ 

   主に米や野菜等の農作物を運ぶにあたり、採算が合わなかったりロスが生じたりとい

う問題がある。その中の改善として、従来は米も野菜も行きの分だけ運ぶように依頼

していたが、現在は帰り便として段ボールや肥料等をセットで運んで貰うようにして

おり、ドライバーの時間的なロスも減らせるようにしている。 

⑤ ＜労組＞ 

労働組合としては、このような協議会の設置は大変喜ばしいこと。労働時間の改善と

いう目的に向け、労使で共通認識を持ち、いい方向へ向かっていってほしい。 

 

 



今後の協議会等について 

＜座長＞ 

 今回の法改正があったところで、トラック運送業界と荷主、そして労働者としてのド 

ライバーの三者が win-win となり、ドライバーの人手不足の解消に貢献するのが一つの 

問題解決だと思うが、その過程の中でそれだけでは片付かないような問題がいろいろ出 

てくるのではないかと思う。そういう課題も含めて議論をしていけば、また別な意味で 

のパートナーシップの課題が浮かび上がることにもなり、そういう展開で諮らないとい 

けないかと思う。物流というのは人と違い、物も荷主も多様であり、そういった理解を 

ふまえていくと、労働時間の問題とは別に物を運ぶ時の環境という問題もあり、かなり 

複雑な問題があるのではないかと思う。労働時間と取引環境という二つの点から協議を 

すると、後者については様々な問題が出てくるかと思う。そういった形で、まずは課題 

を浮かび上がらせていくということが重要である。 

 

本協議会で何を協議していくか、そしてその進め方についてご了解をいただき、また

検討をしていく上での実態調査についてもご了解をいただいた。またそれに加えて委員

の皆様からそれぞれの立場からご意見をいただいたので、それを踏まえて今後の協議会

としての検討を進めていきたい。 

  

 



トラック輸送における長時間労働の実態調査 概要

○本調査は、トラック輸送における労働時間の内訳、手待ち時間の詳細、荷役の契約の有無など、長時間労働の実態及び原因を明らかにし、今後

の取引慣行の改善など、労働時間短縮のための対策検討に資することを目的とし、厚生労働省、国土交通省が共同して実施する。

○今後、対策を検討・推進していく上で、本調査による正確な実態把握が何よりも重要となることから、円滑かつ正確な情報収集に向けて、調査に

おいて報告されたデータ等は統計的に処理し、運輸支局や労働基準監督署による監査等に使用しない旨を周知。

①調査の目的等

・地方トラック協会（４７協会）の会員事業者で各都道府県20社以上の事業者から100ドライバー分を回収することを基本とし、

東京・愛知・大阪・北海道は30社以上の事業者から150ドライバー分を回収予定

②調査対象者

③調査内容

ドライバーに下記の各業務に掛かった時間等を記入して頂き、１日の労働時間、業務内容について把握する。（運転日報をより詳しくした調査票

をイメージ。 9月の1週間（9/14（月）～9/20（日）の7日間)分を調査対象期間とする。）

併せて、トラック事業者の属性（保有車両数、ドライバー数、荷主企業との状況等）についても把握し、全国及び各都道府県において傾向を分析

する。

①始業時間、始業点呼、日常点検、乗務前点呼

②発荷主側での手待ち（対象荷主名、手待ちの内容）

③発荷主側での荷役（その作業の対象荷主名、荷役の内容及び方法（手荷役、フォーク等）、荷役に対する書面化及び料金収受の有無）

④運転時間（一般道路、高速道路（高速料金の支払いの有無）の別）

⑤着荷主側での手待ち（対象荷主名、手待ちの内容）

⑥着荷主側での荷役（その作業の対象荷主名、荷役の内容及び方法（手荷役、フォーク等）、荷役に対する書面化及び料金収受の有無）

⑦終業後の作業、乗務後点呼、終業時間 等

④調査スケジュール

平成27年7月 調査票等を確定

8月 地方トラック協会を経由して対象事業者へ調査票一式を配布

9月 調査実施、調査票の提出

平成27年10～12月 調査票の集計・分析

平成28年1月 中央協議会に結果報告

2～3月 都道府県協議会に結果報告



                                                 平成２７年８月２４日 
 
調査対象事業者 殿 
 

(一社)福井県トラック協会 

 
 

「トラック輸送状況の実態調査」に係る記入要領等の説明会 
 
本年度から厚生労働省と国土交通省では、トラック運送事業の長時間労働の

抑制に向けた環境整備を進めるため、「トラック輸送における取引環境・労働時

間改善協議会」を設置し、行政、荷主企業、運送事業者等が一体となり、これ

ら問題の解決・改善に取り組んでおります。 
そこで、全国の都道府県ごとに、トラック業界で常態化している荷主都合に

よる手待ち時間や荷役時間、長時間運転等の実態を調査し、今後の取引慣行の

改善や労働時間短縮の対策検討に資するため、皆様のご協力をお願いすること

になりました。 
 つきましては、当該行政から調査票(事業者１社分、ドライバー５名分)が送

られた運送事業者を対象に説明会を行いますので、趣旨をご理解いただき、管

理責任者又は運行管理等記入担当者の出席をお願いいたします。 
 
 
１ 日    時   平成２７年９月３日(木)  １４時 ～ １５時 

                
２ 場    所   福井県トラック総合研修会館  ３階ホール 
                  福井市別所町１７－１８－１   ℡0776(34)1713 
 
３ 申込方法   下記により必要事項を記入の上、８月３１日までに当協会へ

ＦＡＸ(０７７６－３４－２１３６)して下さい。 

 

 

 

「トラック輸送状況の実態調査」説明会 (９月３日)への出席予定者 
 

会  社  名 ：                                    
 

役     職 氏       名 
  

  
  

 



    「トラック輸送状況の実態調査」に係る記入要領等の説明会 
           

と き ： 平成２７年９月３日(木) １４時 ～ １５時 

           ところ ： トラック総合研修会館  ３階  ホール 

 
               次            第 
 
１ 開    会 

 
２ 挨  拶 
 
３ 福井運輸支局担当官説明         ・・・ 資料１ 
 

 

 

 

４ 実態調査票の記入要領等説明       ・・・ 資料２、資料３ 

 
 
 
 
５ 質疑応答 

 
 
 
 
６ 閉  会 
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取扱注意
非公開資料

荷主企業ヒアリング
調査の概要

資料４

福井県取引環境・労働時間改善協議会事務局

平成２７年１２月



荷主企業におけるトラックドライバーの

長時間労働の改善に向けた取組事例 Ａ社

福井県内に工場を有する製造業

荷主企業の概要

同社では受注量が増えたことから出荷を頻繁に行う必要があり、
限られた出荷レーンでいかに多くの荷を搬出するかが課題であった。

業務改善に取り組むに至った経緯

取引のある運送業者に対し事前にダイヤ案を提示している。ピットの
割り付けを時間単位で管理しており、決められた時間に荷積みをしても
らうため、荷待ち時間が発生しないようになっている。ダイヤは改善基
準告示で定められた拘束時間を踏まえ、着から発まで１２時間以内とな
るように運行管理を行っている。実際に運行して問題があれば随時ダイ
ヤを改訂している。

①定期便ダイヤによる運行管理

今まではパレットを用いて荷をトラックに積んでいたが荷積みに時間がかか
るため、スキットというパレットを複数積むことができるラックを開発。荷積み段
階では荷をラックにセットした状態にしておくことで、運送業者による荷役時間
が３割程度削減され、結果的に運転手の拘束時間の削減につながっている。

②荷役時間の短縮

－１－



Ａ社

過積載とならないよう積荷の重量の上限が定められているが、製品を固定
する器具をポリ箱化して軽くすることでより多くの荷を運搬できるようになった。
その結果、便数が削減され、運送業者の業務時間削減にもつながっていると
考えている。

③荷積み量増による便数削減

④運送業者との定例会議の開催

定期便を担当する運送業者と月１回会議を開催し、運行管理や荷役作業
の効率化等について打ち合わせを行っている。同会議において運送業者から
の提案がきっかけでトラックピットの見直しにつながった事例がある。

－２－



荷主企業の概要
福井県内に工場を有する製造業

業務改善に取り組むに至った経緯
直近の弊社製品の輸出増、拠点間の物流量増に対応するため 限られた車両
で効率よく輸送することが必要となってきました。
まず 物流の実態調査を行うと、運転者の長時間労働を改善することにより、安
定的かつ効率的な輸送力の確保ができると分かり 今回、6ヶ月間の改善取組を
行いました。

①コンプライアンスに関する説明会の実施

平成26年4月に ﾄﾗｯｸ運送業での安全対策強化のため荷主勧告制度が強化さ
れることとなりました。以前から運送事業者の担当者からも運転者の労働環境が
このままではいけないという説明を受けていました。
運転者の長時間労働は法令違反であり、弊社の運行ﾊﾟﾀｰﾝでは荷下ろし、荷積

みの待機時間が長く、「荷主側でも改善しない限り、法令違反は、解消されないこ
と」を 幹部に対する説明会を通し 各部所で認識を共有しました。
事業所内の原料受入職場、梱包・荷積込職場、工程管理、及び物流業者も

含めて 改善ﾒﾝﾊﾞｰを選定して 改善課題を協議し 1回/週 改善進捗確認会議を開
き、改善のｽﾋﾟｰﾄﾞを高めました。

②運行パターンの把握
ﾄﾗｯｸの
発車→入門→原料荷下し待ち→荷下ろし→積荷積込待ち→積込→出門→帰車
の運行ﾊﾟﾀｰﾝにつき それぞれの時間帯を調査しました。

事業所内で「原料荷下し待ち」、「積荷積込待ち」が長時間であることが分かり，
ここを短縮できれば運転者の労働時間短縮つながるので改善を開始しました。

荷主企業におけるトラックドライバーの

長時間労働の改善に向けた取組事例 Ｂ社

－３－



③荷下ろし待ち時間の短縮

当初は、早朝からトラックが原料荷下し待機場に数珠つなぎに並んで
荷下し待ち時間が最大５時間でしたが、全便の目標を30分以内として遅れた便に
ついて原因と対策を記録して改善をすすめました。
1) 1台ずつﾄﾗｯｸｽｹｰﾙでの秤量で待ちが生じていましたが、ﾄﾗｯｸｽｹｰﾙでの秤量を
廃止して 送り状・現品の確認に切替えて、待ち時間短縮に大きくつながりました。

2)ﾄﾗｯｸｽｹｰﾙでの秤量廃止に続き、荷下ろし作業の専任化と混雑時の応援体制の
確立、及び荷下ろし場所を２カ所に増やしたことで最大５時間だった荷卸待ちを
３０分まで短縮することができました。

④積込み待ち時間の短縮

製品の積込み指示を当日の午前中から前日の夕方までに済ませて、運送会社の
配車時間を前日に前倒しました。積込み指示の早期化により、当初は午後から積込
みを開始していましたものが、午前中から荷積みできることになったため荷積みの集
中を平準化し、積込み時間の短縮につながりました。

⑤アンドン設置による作業環境の向上

工場内が広くて積込み場所もいくつかあるため、積込担当者がどのトラックが
積込み準備できているのかわからず工場内を行ったり来たりしていました。
そこで工場内の高い位置にアンドンを設置しました。アンドンは、積込み待ち連絡灯
であり運転者がスイッチを押すことで積込担当者がすぐに駆けつけるシステムを作り
上げました。また、向先別で遠方に納品するトラックは、必然的に長時間労働となる
ため、優先順位をあげて早く積込むことにしております。

以上の積込での改善により 改善前最大3時間の積込み待ちが 30分までに
短縮できました。

Ｂ社

－４－



平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度
平成３０年
度

①中央・各都道府県において
協議会の設置・検討
（厚生労働省・国土交通省、
荷主、事業者等による協議会）

②長時間労働の実態調査、対策
の検討

③パイロット事業（実証実験）の
実施、対策の具体化

④長時間労働改善ガイドラインの
策定・普及

⑤長時間労働改善の普及・定着

トラック輸送における長時間労働の抑制に向けたロードマップ

調査の
実施・検証

協議会の開催、パイロット事業の計画・検証、対策の検討、
ガイドラインの策定 等

ガイドラインの策定・普及

パイロット事業(実証実験)の実施

労働時間縮減のための助成事業

協議会の設置

普及・定着の促進
助成事業の実施

定
期
的
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
・更
な
る
対
策
の
検
討
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